
チーム医療の成果評価
ATICSを体験しよう！！

クラウド型サーベイで多職種協働風
土の程度、問題を可視化する

文京学院大学 藤谷克己

東京情報大学 松下博宣

富士宮市立病院 石川弥生
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多職種連携協働
IPC

多職種連携教育
IPE

専門職が、連携およびケアの質を改善

するために、共に学び互いから学びあ
いながら、チーム活動を修得する

（CAIPE, 2002）

多職種協働実践
IPW

複数領域の専門職が、互いの知識と
技術を提供し、相互に作用しつつ、共
通の目標の達成を患者（家族）と共に

目指す実践活動



3

年代 活動

1970年代 英国でIPWの概念化

1980年代 様々な領域でのトライアル

1990年代 トラブルが多発（ビクトリア事件、ブリスト
ル小児病院事件）

2000年代 IPE義務化：専門職連携教育推進センター
（Centre for the Advancement of 
Interprofessional Education：CAIPE 2002

2000年代後
半

北米大陸（アメリカ、カナダでの学術的展
開の広がり）

2010年代 IPC/IPEの世界的な広がり

実践の
第1世代

評価の
第２世代

応用の
第３世代
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体感ATICS
「あなたのチームは大丈夫か？」

チームを診断しよう！


